
　太陽光発電設備の増加や企業誘致による減免措
置が終了したことなどにより固定資産税が2.3％増
加し、また、税の徴収強化を図ったことにより滞
納繰越分が増収し、町税全体では1.9％の増加とな
りました。
　地方交付税は、基準財政収入額にあたる法人町
民税所得割など町税が増加したため0.1％の微減と
なりました。

❷

健全な財政運営を目指して
　一般会計の歳入総額は51億7,567万３千円、
歳出総額は49億4,509万８千円となり、前年度
と比較すると歳入で１億3,534万９千円の減額
（2.5％）、歳出では１億2,120万４千円の減額
（2.4％）となりました。
　前年度と比較して減額となった要因は、歳入
では、平成29年度に「にこにこ甘楽」改修工事
に借入れ（町債）を行ったものが皆減し、町債
が１億6,210万円減額となったこと、歳出では、
「にこにこ甘楽」改修工事の皆減により衛生費が
２億7,645万６千円の減額となったためです。
　町の借金である町債の借入れ額は返済額を下
回っていることから、町債の残高は減少し、貯金
にあたる財政調整基金をはじめ基金残高も前年
度より増えていることから、１年間の財政状況は
健全であったといえます。

　平成30年度の一般会計と特別会計の決算が、
町議会９月定例会で認定されましたので概要を
お知らせします。　 ■企画課財政係　内線243

　建設事業費は「にこにこ甘楽」改修工事や旧一
中校舎等解体工事が終了したことにより、35.2％
の減少となりました。
　建設事業などを行う際に借金をした返済につい
ては、甘楽中学校建設に伴う返済が開始されたこ
とにより、3.5％の増加となりました。
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❶

建設事業費 公債費
（借金返済）単位：万円
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　一般会計では、30年度に消防団詰所建築工事、甘
楽町文化会館の舞台音響設備改修工事などで町債の
借入れを行い2億4,520万円の借金をしましたが、元
金分の返済額が3億2,623万円でしたので、残高は前
年度末に比べて8,103万円の減少となりました。
　特別会計では、農業集落排水、公共下水道合わせ
て1億1,540万円の借金をしましたが、元金分の返済
額を下回りましたので、残高は減少しました。今後も
後年度の負担を考慮した借入れ、返済に努めます。
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内　　訳 30年度 29年度 対前年比

自
主
財
源

町　税 14億9,772 14億6,915 1.9%
使用料および手数料 1億4,036 1億5,207 ▲7.7％
繰入金 6,354 7,724 ▲17.7％
繰越金 2億4,472 2億2,084 10.8％
諸収入 2億　711 1億4,093 47.0％
分担金・負担金・財産収入・寄付金 4,554 6,773 ▲32.8％

計 21億9,899 21億2,796 3.3％

依
存
財
源

地方交付税 16億4,061 16億4,237 ▲0.1％
国庫支出金 3億6,830 4億3,720 ▲15.8％
県支出金 3億2,568 3億　897 5.4％
町　債 2億4,520 4億　730 ▲39.8％
譲与税、交付金など 3億9,689 3億8,722 2.5％

計 29億7,668 31億8,306 ▲6.5％
合　　計 51億7,567 53億1,102 ▲2.5％

歳入　51億7,567万円 歳出　49億4,510万円

一般会計決算額

●歳入 ●歳出（単位：万円） （単位：万円）
内　　訳 30年度 29年度 対前年比
議会費 7,637 7,683 ▲0.6％
総務費 9億6,931 9億6,253 0.7％
民生費 12億4,050 12億 780 2.7％
衛生費 3億8,511 6億6,157 ▲41.8％
労働費 2 2 0.0％
農林水産業費 3億6,796 3億 257 21.6％
商工費 1億2,924 1億3,386 ▲3.5％
土木費 4億9,542 4億9,583 ▲0.1％
消防費 2億8,548 2億8,416 0.5％
教育費 6億3,768 5億9,522 7.1％
災害復旧費 ー ー ー
公債費 3億5,801 3億4,591 3.5％
合　　計 49億4,510 50億6,630 ▲2.4％

　30年度に基金に積立てた金額は2億8,460万円
です。これは、節約してできたお金や寄付金など
を貯金したものです。そのうち、一般家庭の貯金
にあたる財政調整基金は、643万円増加して14億
4,010万円となりました。
　その他の基金残高は10億2,439万円で、基金全
体では前年比2.1％増の24億6,449万円となって
います。

財政調整
基金残高単位：万円
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事　業　名
歳入総額 歳出総額

30年度 29年度 対前年比 30年度 29年度 対前年比
国民健康保険 15億9,392 17億6,679 ▲9.8％ 15億  64116億9,280 ▲11.0％

介 護 保 険 11億5,292 11億1,485 3.4％ 11億3,382 10億9,697 3.4％

農業集落排水 1億6,894 1億5,200 11.1％ 1億6,483 1億5,150 11.2％

公 共 下 水 道 4億8,820 4億8,236 1.2％ 4億8,769 4億8,181 1.2％

後期高齢者医療 1億4,008 1億3,014 7.6％ 1億3,998 1億3,000 7.7％

　

元
号
が「
平
成
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、
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。

　

さ
て
、
平
成
30
年
度
の
決
算
審
査
も
去

る
8
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日
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実
施
し
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定
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図
る
こ
と
が
望
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ま
す
。

（単位：万円）

年　度
収益的収支（税抜） 資本的収支（税込）
収　入 支　出 収　入 支　出

29年度 ２億4,986 ２億2,230 279 １億2,150

30年度 ２億4,746 ２億2,315 247 １億2,258

（単位：万円）
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成
30
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楽
町
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算
審
査
に
思
う
』

代
表
監
査
委
員　

山
田
利
和

　役場と甘楽町図書館（ら・ら・
かんら）に決算書を備えてありま
す。業務時間内に誰でも閲覧す
ることができます。
　また、町ホームページでもご
覧いただけます。
http://www.town.kanra.lg.jp/

監
査
委
員
の

点
視

特別会計決算額

水道事業会計決算額

より詳しい内容を
公開しています

決算書類の審査　
　山田利和代表監査委員（右）
　山﨑澄子監査委員（中央）

甘楽第一産業団地（金井）の配水管布設工事で設置
した消火栓

　資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、損益勘定
留保資金、消費税および地方消費税資本的収支調整額で補てん
しました。
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